
 
 

発信 

 中枢都市仙

台から、広

域的に発信

していくた

めのメモリ

アル 

メモリアル 

 震災の記憶を後世に

伝える 
震災の記録を残すことでどこを目指しているかという

目標をシンボライズするようなもの 
他人事ではなく自分の事として震災の記憶を伝え

ることができるようなもの 
被災した方々の心が一つに

向かっていけるもの 

つくる手法 

 十分に地域の方々

の言葉に耳を傾け

ているかどうかが

大切 

地元を巻き込み、若

手のデザイナー達

を巻き込んでやっ

ていく 

既存のプロジェク

トを上手くメモリ

アルと結びつける 

地元発のデザイン

でメモリアルのプ

ロジェクトを 

メモリアルを誰と

つくるのか 

思いの共有 

 

全国世界から様々な支援をしてくださ

った方々の思いも考えていく必要があ

る 

東北の場にいなかった方々も東北の人

たちと一緒に歩むために思いを共有し

たい 

戻ってきたいと思えるまちをどうつく

るか

中身 

 

東部沿岸の私

達が忘れてし

まった暮らし

ぶりを丁寧に

掘り起こすこ

と 

市民といかに

協働して後世

に伝えていく

か 

震災の記憶を

次の世代に継

いでいけるよ

うな仕組み 

震災から私達

が学んだこと

は何なのかを

外の方達に伝

えられるよう

にしていく 

震災で亡くな

った方達のこ

とを思い起こ

すための場所 

実際の災害の

状況を伝えて

いくことが必

要 

仕掛け・仕組み 

 津波被害の過去が

長く語り継がれる

仕掛け 

震災遺物のコンテ

ンツを詰め込んだ

メモリアルキャラ

バン 

被災地の祭りなど

ソフト面のメモリ

アルも重要 

目に見える取り組

みとしてのプロジ

ェクト 

文化・芸術 

 

音楽の力、

文化、芸術

の力を使っ

たメモリア

ルホールの

実現 

文化やスポ

ーツが多様

な働きをも

た ら し た

り、仙台市

内だけでは

なく東北一

円に大きな

働きをした

ことを踏ま

え、活かす

仕組みづく

り 

 

時間軸 

メモリアルの

検討で時間、

歴史の部分を

どういう風に

捉えていくの

かは非常に大

きなテーマ 

どの位のタイ

ムスパンのメ

モリアルなの

か 

時間の幅によ

りメモリアル

が違ったもの

になってくる語り継ぐ仕組み 

学びにつなげる手段の一つとしての語り部

ストーリーを伝えるための語り、思い出 

被災状況を伝える手段として観光の要素も

入れながらやっていく 

遺構 

 

過去を忘れ

ない、風化

させないと

いうことと

未来へ向け

て発信して

いく、伝え

ていくこと

を踏まえた

遺構 

住民の意思

という課題

はあるが、

まずは遺構

をそこに残

す 

共助 

 

助け合いは、宝

だと思うので

未来に継承し

ていきたい 

未来を展望しながら震災後

の共助の取り組みに焦点を

当ててメモリアルを作ると

いうことも意味がある 

共助、共生の

原理、あるい

は共助を組

織化したよ

うな仕組み

づくりを模

索すること

の意義が大

きい 

今回のような大災害が起き

ると直後に共助の活動が盛

り上がる。一方で今ではバ

ブルとなって消えてしまっ

ている 

ボランティア

への関心が高

まった 

総合的な意見 

 メモリアルに関して、目的と対象と手段の整理も重要 

広域的に、より未来に向かって長いスパンで継続して

いく、伝えていく、その活動全体がメモリアルになる 

いろんな方々と一緒になって、復興を作り上げていか

なければいけない 

■第１回検討委員会での意見を踏まえた論点の整理について 

 資料１ 

一過性のユー

トピアにしな

いようなメモ

リアル 



　◆第1回検討委員会でいただいたご意見

　◆震災復興メモリアルの検討にあたっての時間の考え方
過　　　去 現　　　在 未　来

・災害の記憶(浪分神社・蛸薬師など)
・暮らしや文化、人々の記憶

・東日本大震災の記憶
・復興に立ち向かう思い　など

震災復興メモリアル
検討の視点

東
日
本
大
震
災
発
生

東部地域の緑の復興

歴史的資産としての貞山運河の利活用

写真、デジタルアーカイブ、図書等の情報アーカイブの
発信手法・拠点整備

荒浜集落・小学校の遺構保存や東部地区の
モニュメント整備のあり方

市民が復興の道
のりを共に歩む
ためのシンボル

震災の教訓を踏
まえた「新たな
仙台」の発信

　

　

　

　

震
災
の
記
憶
の
風
化
を
防
ぐ

次
の
災
害
に
備
え
る

カテゴリ 検討委員会での意見

メモリアル

震災の記憶を後世に伝える
被災した方々の心が一つに向かっていけるもの
他人事ではなく自分事として震災の記憶を伝える
目標をシンボライズするもの

発信 仙台から広域的に発信するためのメモリアル

中身

実際の災害の状況を伝える
震災から学んだことは何かを外の方たちに伝える
慰霊と鎮魂の場所
震災の記憶を次の世代に継ぐ仕組み
市民との協働により後世に伝える
東部沿岸地域の暮らしを丁寧に掘り起こす
思いを継続させる仕組み

作る手法

地域の方々の言葉に耳を傾ける
誰とメモリアルを作るのか
地元や若手のデザイナーを巻き込む
地元発のデザインでのメモリアルプロジェクト
既存のプロジェクトをメモリアルと結びつける

仕掛け・仕組み

過去の津波被害を長く語り継ぐ仕掛け
祭りなどソフト面のメモリアル
遺構などのコンテンツを詰め込んだメモリアルキャラバン
目に見えるプロジェクト
学びにつなげる手段
被災状況を伝える手段としての観光
ストーリーを伝えるための語り、思い出

遺構
住民の意思により撤去するだけでなく遺構を残す
風化の防止と未来への発信のための遺構

時間軸
時間、歴史をどのように捉えるか
時間の幅
メモリアルのタイムスパン

文化・芸術
文化・スポーツを活かす仕組みづくり
音楽の力、文化、芸術の力を活かしたメモリアルホール

共助

未来を展望しつつ震災後の共助の取り組みに焦点を当てる
ボランティアへの関心が高まる
助け合いの精神の継承
共助、共生の原理、共助を組織化したような仕組みづくり

思いの共有
東北にいなかった方々と被災者が共に歩むためのメモリアル
全国・世界からの支援をしてくださった方々の思いを生かす
戻ってきたいと思えるまちづくり

総合的な意見

目的と対象と手段の整理
いろんな方々と繋がり合った復興を作り上げる
より広域的・より未来に向かって長いスパンで継続していく、伝えてい
く、その活動全体がメモリアルにつながる
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